
課題1：産地への還元に機能する地域森林
木材SCMシステムの構築

実施機関：東京大学大学院,㈱ドリーム・ワークス,FTS㈱,
群馬県環境森林部，群馬県森林組合連合会,利根沼田森組合

【概要】
「森林情報システム」によって地域の森林情報が見える化され、共有されて、山林での生
産事業の計画段取りが効率化される。生産工程と販売輸送工程を「車両情報システム」
によって連携させ、地域林業経営資源を効率的に運用させる。地域林業事業を中核事
業体、県森林組合連合会など、で把握、助長、制御可能とする。
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Ⅰ 試験研究項目と達成目標

研究項目 研究期間全体の
達成目標／指標

目標達成に向けた
次年度以降の対応

(2)
産地森林資源情報利用、
木材管理、配送に関する
要件解析・定義

産地森林資源情報利用、木材管理、配送
に関する要件解析・定義作業を分担して
行う。地域木材配送状況を連携して調査
解析し、システム化手法を分担検討する

―

(4) 産地高精細森林資源情報
のデータベース取込

既存森林GISデータベースと新規システム
を連携させるため、GISエンジンとwebプ
ログラミングによって構築したシステム
を調整再プログラムする。

林内での自動飛行へと利用作業水準を拡
張し、調査能率を高めたうえで、SCM向
け構造DBへ再プログラムし調整する

(6) 産地木材生産情報の木材
データベース連携

現地木材生産情報を各種作業機械からの
取得手法を確立させると共にインター
ネットコネクト手法により構築した連携
機構を調整再構築する。

地域の運材事業を担うトラックの作業工
程を、車両装置型センサーで把握するよ
うに開発を進め、位置情報に基づいて工
程管理を可能としたが、合わせて積載材
種情報を収集できるように機構の改善を
行う。

(11) 産地還元型木材SCMシ
ステムの設計・開発

生産情報と需要情報を統合的に集約し、
需給調製組織による管理効率向上を実現
する。その結果群馬県内の素材生産量倍
増を図る。

研究項目（14）運用試験の継続状況を
踏まえ、改良のための再設計とシステム
修正を図る。

(14) システム運用試験

各地域で構築した一連の木材SCMシステ
ムの各地域における木材供給者・木材需
要者による運用試験を通じて、課題整理
と効果測定を実施する。

各地域において、運用試験を継続し、
ユーザーや関係者に対するヒアリングの
結果を取りまとめ、当該ソフトウェア・
システムの再設計を行う。また実証可能
な他地域を、選定し、各ソフトウェア・
システムの運用試験を実施し、同様に課
題と解決策を取りまとめる。

(15) システム利用運用マニュ
アルの作成

運用マニュアルを用いて、当該する各関係事
業体がシステムを実務的に運用出来るように
する。

研究項目（14）の運用試験状況を踏ま
え、システム利用運用マニュアルを完成
させる。



（6）産地木材生産情報の木材データベース連携
・現地木材生産情報を各種作業機械からの取得手法を確立
・生産土場とトラック運材状況の把握システムを連携
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Ⅱ 平成30年度の研究進捗



■従来
・林業事業体と輸送会社間で電話連絡により運材業務の依頼と受注調整を実施
・輸送会社のトラックドライバーが各土場を回り土場状況を把握した上で、
生産土場と製材工場土場等の受入許容状況を独自に判断し配車判断している。

■課題
・林業事業体によって、運材調整連絡にムラ（依頼タイミングや状況説明等）
が生じることで、輸送会社の配車計画が非効率化につながる。

■改善システム
・山土場の動態（出材、積み出し）状況を生産者、輸送事業体、ネットワーク
センターで共有し、輸送会社の配車計画の効率化・迅速化を図ると同時に山
土場での出材作業との混乱を避ける。

・山土場での椪積動態量の把握（直送分は検知、その他はフォワーダー台数に
よる仮検知、トラックは種別による輸送量で出材量を把握）

・輸送依頼：山土場（生産者）からの輸送会社へ対象椪積（識別子と写真）、
量・輸送報告：トラック・ドライバーによる運材依頼対象の輸送実績報告

（回数、量、完了の有無）

生産土場とトラック運材状況の把握システム（山土場の動態管理と輸送管理）











（11）産地還元型木材SCMシステムの設計・開発
・前年度運用試験の継続状況を踏まえ、改良のための再設計とシステム
修正を図り運用試験を継続した。
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Ⅱ 平成30年度の研究進捗

■主な改修項目
１． SCM管理機能全体
・運用状況を踏まえ、管理サイクルを３ヶ月に統一（年、月管理も可）
・工程進捗と納品状況の管理について、注文、割当、生産（出材）、輸送・納品
の工程と量を一元管理（顧客・注文毎、組合・事業地毎）
・素材生産計画の把握と受発注管理は３ヶ月・単月でおこなう
２．生産土場とトラック運材状況の把握システムを連携（前述）
３．生産者収益管理
・各森林組合の収支管理の集計方法を国の指導要綱に従い変更、標準化
・このシステム使用することで全１５森林組合への指導普及をおこなう。



10工程進捗と納品状況画面



11生産計画（３ヶ月毎）閲覧画面



12土場状況・輸送状況画面



13生産者収益管理画面



（14）システム運用試験
・前年度運用試験の継続状況を踏まえ、改良のための再設計とシステム
修正を図り、群馬県内各地域において、運用試験を継続した。

・実証地域内での普及拡大として、協力機関以外の2林業事業体による運
用試験を拡大した。

・木材SCMシステムの開発対象の中核とした民有林システム販売の実践成果
として、県内木材価格の底上げが進んできている。

※特に顕著なのが４ｍ材で,群馬県の地域特性から４ｍ材が慢性的に不足している状態の中で、需要者ニーズ（樹種、
規格）を県森連としてあらためて把握し、森林組合の山の生産現場にこれを伝え、ニーズに応じた造材、直送販売
体制を構築しつつある。これは需要者の原木安定確保につながり、新たな供給体制が評価され、価格交渉に有利に
はたらいた。
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Ⅱ 平成30年度の研究進捗
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■2.5ｍ材は、H29.12月までの価格は一森林組合が、製材工場と相対で取り決めていたも
のである。1月以降は県森連が製材工場と取引条件を再整理し、県森連のロットの一部とし
てこの森林組合からも供給することにより、県森連交渉価格での取引が実現した。
ただし、H30.9月以降の価格ダウンは製材工場の生産調整等の事情もある。
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■３ｍ材は、県内では大需要があるため協定販売価格も安定していた。しかし、年々少しづつ
共販価格も安定・上昇傾向にあること等が考慮され、H30.9月より協定価格も上昇した。

H30協定価格


